
令和 7年度 温品エルモ運営委員会 事業報告書 

 

１ 令和 7 年度の目標に対する事業実施の成果 

・HP や SNS を活用し、積極的に情報発信を行うことで地域での認知度や広報活動を高めるこ

とができた。 

・事務員を常時配置することで、事務所への来客も増え、色々な相談に応じることができた。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 ぬくしな水無月祭り (10)事業中(1)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 6 月 14 日  

⑵ 実施場所  広島市農業協同組合温品支店 

⑶ 参加者数    20    人 

 ⑷ 主催団体  団体名 温品学区連合町内会、温品エルモ運営委員会           

４ 取組内容  

祭りの開催に向け、会議を開き、開催案内やポスター等を作成した。事務所が立ち上がって

ないため公民館等で印刷し、祭りの衛生用品や備品等も購入した。 

各団体に出店案内を促し、出店会議を開き、準備をしてもらった。 

JA、はぐくみの里にも出店依頼をした。 

ぬくしなのふるさとソング「温品きんさい音頭」を開会式で踊ってもらうために女性会の方

に依頼した。 

当日は、雨天のため、開催を中止した。 

  
５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

地域住民同士の関係性が希薄になっていると感じたため、誰もが参加できるお祭りを開

催し、住民同士の交流を図る。 

住民に初夏を告げる祭りとして定着させたい。 

 

（2）効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

出店者団体が趣向を凝らし、色々な出店を準備したが、雨天のため中止となった。 

中止にはなったが、他の団体と協力して準備等は行ったため、交流や情報交換をするこ

とができた。 

 
 

 

 

 

 



１ 事業名 子ども 110 番の家スタンプラリー (10)事業中(2)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑼ 地域の防犯に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 7 月 20 日 ～ 令和 7 年 8 月 25 日 

⑵ 実施場所  温品学区全域 

⑶ 参加者数   450  人 

⑷ 主催団体  団体名 温品学区青少年健全育成連絡協議会、温品エルモ運営委員会            

４ 取組内容  

小学生にチラシを配布するとともに、１１０番の家にもポスターを貼らせてもらい、開催の

周知を行った。 

事前に承諾を得た子ども１１０番の家６４軒のうち、１４軒にスタンプを設置させてもら

い、小学生の友達同士、親子同士でスタンプラリーを行った。 

夏休み期間中の宿題としてもらうよう、小学校に協力を求めた。 

スタンプラリーを提出した子全員には賞状を渡し、スタンプラリーを完成させた子にはハン

カチなどの景品も用意した。 

 
５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

地域住人とこどもの関係性が希薄化しているため、その関係性づくりを目的とする。 

また、こどもが有事の際の避難先を確認することで、不審者対策にも繋がり、地域の人

たちもこどもたちを見守っていく意識を持ってもらう。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

こどもたちにとっては、子ども 110 番の家を認識でき、自分たちは地域で守られている

という安心感と感謝の気持ちを持つことにつなげることが出来た。地域の方もこどもたち

を守る意識向上につながり、コミュニケーション作りにつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

１ 事業名 温品川生き物観察会 (10)事業中(3)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑺ 地域の生活環境の整備又は美化に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 7 月 19 日、10 月 15 日、10 月 17 日 

⑵ 実施場所  温品公民館、温品川 

⑶ 参加者数  7 月 32 人・10 月 87 人（5年１組 38 人，5年 2組 37 人、桜の会等 12 人）     

 
 ⑷ 主催団体  団体名 ぬくしな桜の会、温品エルモ運営委員会            

４ 取組内容  

⑴ 温品川の水生生物の採集、分析、川のきれいさ判定等 

講師を招いて、川に入る時の注意点等オリエンテーリングを実施後、温品川の水生生物

等を採集した。採集した生き物を公民館に持ち帰って分類等を行い、川のきれいさ判定の

講習をした。 

⑵ 温品川のごみ等収集 

   水生生物の採集に合わせ、川への投棄物を収集し、川の実態を講習した。 

⑶ 温品小学校 5年生対象 生き物観察会（運営助成金の支出なし） 

温品小学校においても講師を招き、川に入る時の注意点等オリエンテーリングを実施

後、地域の方の見守りの中、温品川の水生生物等を採集した。採集した生き物を教室に持

ち帰って分類等を行い、川のきれいさ判定の講習をした。 

 

夏は公民館との共催事業なので公民館だよりに載せ募集をした。また、参加してくれた人に

参加賞としてステッカーをプレゼントした。夏・秋共に事前準備として川の草刈りをして、河

川の整備をした。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

温品川の水生生物の観察を通して、地域住民が地域の川である温品川の実態を理解する

ことと川に親しみを持ってもらう。併せて、川の良い環境を維持する啓蒙活動を行う。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

小学生の児童と保護者を対象として、川の実態を理解し、きれいな川の維持をするため、

ごみ等のポイ捨て防止及び環境整備に関心を持ってもらえた。清掃活動にも参加したいと

の申し入れがあった。 

  ※ 温品小学校 5年生対象の生き物観察会は、対象が地域全体ではなかったため、温品エ

ルモの自主財源の事業とした。 



  

１ 事業名 温品ふれあい盆踊り大会 (10)事業中(4)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑾ 地域の伝統的な行事又は文化の継承に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 8 月 2 日  

⑵ 実施場所  温品小学校 第２グラウンド 

⑶ 参加者数    400    人 

 ⑷ 主催団体  団体名 温品学区体育協会、温品エルモ運営委員会           

４ 取組内容  

地域の皆が参加できる盆踊り大会を開催した。地元商店会から協賛金をもらった。 

・広報は、町内会の回覧板でチラシを配布、掲示板へポスターの掲示、小学校へ案内を配布、

SNS 等で行った。また、当日は子ども会による宣伝カーで町内を回って宣伝した 

・照明灯とゴミ処理に関しては業者に依頼した。 

・当日の運営、司会等を温品学区体育協会が担当した。 

・女性会に盆踊りを踊ってもらうよう依頼し、小学生を中心に盆踊りの練習を企画して、練

習の参加者にはアイスを配った。 

当日は「温品きんさい音頭」他 4曲を皆で踊った。 

・各団体に出店依頼をし、ゲームや飲食の出店で大会を盛り上げた。 

祭りの最後にはこどもたちに菓子撒きをし、花火を打ち上げて終了した。 

 
５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

今では知らない人がいない故郷のうた「温品きんさい音頭」を皆で踊ることで伝統文化

の継承、また、各団体で協力して開催することで地域を盛り上げることに貢献する。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

温品ふれあい盆踊り大会に参加してもらうことにより、地域住民の交流の場となり、こ

ども達には「温品きんさい音頭」を一緒に踊ることで伝統文化の継承の機会となった。  



  

１ 事業名 学校に泊まろう会 (10)事業中(5)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 8 月 23 日 ～ 令和 7 年 8 月 24 日 

⑵ 実施場所  温品小学校 

⑶ 参加者数     60   人 

 ⑷ 主催団体  団体名 温品おやじ苦楽部、温品エルモ運営委員会           

４ 取組内容  

 夏休み期間中に小学生を対象に学校で宿泊を伴うイベントを行い、こども達への思い出作り

を行う。 

受付順にくじで班分けをし、班でグループミーティングをして、チーム名や目標を書いて発

表した。そのあと、夕飯の準備として、バーベキューコンロでの火おこし、飯盒炊飯とカレー

作りを行った。夜は校舎を使っておやじ苦楽部の人がおばけに変装し、肝試し大会を行った。 

次の日は班対抗水風船合戦をした。参加賞として缶バッチ、後日当日の様子を集めた DVD を配

布した。 

 
５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

こどもたちに夏休みの楽しい思い出作りだけでなく、学校に泊まり共同生活をする体験

を通じて、学校生活で必要なこどもたち同士の絆をつくる。 

また、こどもたちの健全な育成を促進し、次世代の地域を担う人材の育成及びその保護

者の地域行事等の参加を諮る。 

 

⑵ 効果 

熱中症が心配であったが、体調不良による脱落者もなく、こどもたちは肝試し、水風船

合戦等で元気いっぱいの二日間、楽しい思い出づくりができた。 

また、こどもたちが班長としてのまたはお泊り会での目標を定め、グループ行動するこ

とで、こども同士の連帯感が養われ、同級生だけでなく他学年との絆が育った。 

こどもたちが、地域行事に興味を持つきっかけづくりをすることができた。 



  

１ 事業名 温品町民運動会 (10)事業中(6)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 10 月 5 日  

⑵ 実施場所  温品小学校第２グラウンド 

⑶ 参加者数    500    人 

 ⑷ 主催団体  団体名 温品学区体育協会、温品エルモ運営委員会           

４ 取組内容  

・年齢に関係なく、参加しやすい競技を実施したため、多くの方に競技に参加していただけた。 

・広報は町内会への回覧板でチラシの配布、掲示板へポスターの掲示、小学校への案内の配布、

SNS 等で行った。リレー以外の競技は飛び込み形式にし、「とにかくグランドに集まれ！」と呼

びかけた。協賛金を企業や金融機関からいただき、抽選会の景品に充てた。町内会長への事前

説明会を行い周知してもらうようにした。 

・中学生ボランティアが運営や競技にも進んで参加してくれ、盛り上がった。 

・各競技で抽選賞品があり、また、大会の最後には豪華賞品の抽選会も行うことで参加者増に

つながった。 

・リレーは紙媒体以外にＷＥＢ申し込みも取り入れた。 

 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

スポーツを通じて三世代の心身の健全な発達や健康の維持増進、交流の深化を目的とす

る。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

誰でもできる競技であること、抽選会があることで全世代の方に参加していただき、地

域で交流ができた。 

心身の健康維持増進の部分では簡単な競技に参加し、体を動かすことで温品の明るく元

気な街づくりに貢献できた。 



  

１ 事業名 温品学区クリーンアップ作戦 (10)事業中(7)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑺ 地域の生活環境の整備又は美化に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 7 年 11 月 9 日  

⑵ 実施場所  温品学区内、温品小学校、温品川沿道 

⑶ 参加者数    20    人 

 ⑷ 主催団体  団体名 ぬくしな桜の会、温品学区公衆衛生推進協議会、温品エルモ運営

委員会 

４ 取組内容  

⑴ 温品学区の通学路ごみ等収集及び小学校周辺の清掃等 

温品小学校児童の通学路を主にごみ等の収集の場所と、ポスターやホームページなど 

で「温品川沿道クリーンアップ作戦」と題して参加者を募集した。 

通学路や道路に出る際は、安全管理に徹底を期すために 温品学区公衆衛生推進協議会

とぬくしな桜の会に見守り協力をしてもらうよう手配した。 

 

⑵ 温品川のごみ等収集  

川への投棄物を収集し、川の実態を講習するために軍手や収集袋の準備をした。  

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的  

・ 温品学区のきれいなまちづくり意識の啓蒙  

  ・ 川の良い環境を維持する啓蒙活動 

地域の川である温品川の草刈り等を実施し、きれいな川の維持と川に親しみを持って

もらう。   

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。）  

ポスターの製作及び掲示、ホームページでの参加呼びかけ、収集袋等の準備をしたが、

雨天のため、中止とした。 

次年度の開催に向けて、実施団体間の連携強化や実施方法の検討などをすることができ

た。 

 



  

１ 事業名 とんど祭り (10)事業中(8)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑾ 地域の伝統的な行事又は文化の継承に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 1 月 11 日 

⑵ 実施場所  温品小学校第２グラウンド 

⑶ 参加者数    20    人 

 ⑷ 主催団体  団体名 温品学区社会福祉協議会 青年部、温品エルモ運営委員会           

４ 取組内容  

とんど祭り実行委員会を立ち上げるために、社協の青年部で会議をした。実行委員長を選出

し、各役割を決め各々で動いてもらった。12 月には町内会・小学校へお知らせをするため、す

ぐにポスター・チラシ・案内を作成した。小学校には物品の貸し出しを依頼し、はかま作りを

こどもたちにしてもらうため、案内を作成し配布した。申込方法を紙面とネットの二つにした。

とんどの点火・司会・書初めを子ども会育成協議会に依頼し、募集してもらった。 

 竹の切り出し・運搬・当日のやぐらをおやじ苦楽部に依頼。協賛金をいただくために学区内

のお店、病院等を回った。消防署に届出を提出。 

当日に配るお餅を近くのスーパーに注文。 

 金曜にグラウンドに真砂土を搬入し、土曜にごみ処理コンテナを搬入。小学校グラウンドを

立ち入り禁止にした。水曜にごみ処理の業者が引き取りに来た。 

 当日は、参加者にお餅を配るとともに、事業の協力者等にお菓子を配布した。 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

昔ながらの継承行事を若い世代に知ってもらい、新たな担い手のきっかけづくりをす

る。また、準備等の共同作業を通じて各世代の交流を目的とする。各団体が準備すること

で行事を地域全体で作っていくことを知ってもらう。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

強風予報が出ていたため、中止。中止に向けた動きが各団体で出来、混乱なく後始末が

できた。また、開催の準備等では、各団体で連携しながら進めることができ、協力体制を

強化することができた。 

 


